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1　 開会のことば

2　 会長のあいさつ
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4　 議　　事

　　決議事項　令和４年度収支決算承認の件

　　　　　　　監査報告
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　　報告事項　令和４年度事業報告
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令和４年度収支決算承認の件 貸借対照表総括表
（令和５年３月31日現在）

（単位：円）
科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産
　　　　現金 167,537 67,910 99,627
　　　　普通預金 36,142,604 26,470,063 9,672,541
　　　　定期預金 3,500,000 5,000,000 △ 1,500,000
　　　　未収会費 350,200 589,200 △ 239,000
　　　　　　　　流動資産合計 40,160,341 32,127,173 8,033,168
　２　固定資産
　（１）基本財産
　　　　建物 13,329,922 14,257,956 △ 928,034
　　　　建物付属設備 234,475 318,918 △ 84,443
　　　　建物取付具備品 1 1 0
　　　　定期預金（一号財産） 15,000,000 15,000,000 0
　　　　定期預金（共用財産） 21,700,000 21,700,000 0
　　　　普通預金（共用財産） 500,000 500,000 0
　　　　　　　　基本財産合計 50,764,398 51,776,875 △ 1,012,477
　（２）特定資産
　　　　退職給付引当資産 5,265,920 4,595,920 670,000
　　　　設備更新等引当資産 5,300,000 5,300,000 0
　　　　社会貢献引当資産 2,000,000 2,000,000 0
　　　　周年行事引当資産 10,000,000 9,500,000 500,000
　　　　建物修繕等引当資産 31,000,000 27,000,000 4,000,000
　　　　県連補助金引当資産 6,278,000 6,278,000 0
　　　　　　　　特定資産合計 59,843,920 54,673,920 5,170,000
　（３）その他の固定資産
　　　　車両運搬具 1 1 0
　　　　什器備品 207,182 282,593 △ 75,411
　　　　借地権 8,500,000 8,500,000 0
　　　　電話加入権 173,100 173,100 0
　　　　　　　　その他の固定資産合計 8,880,283 8,955,694 △ 75,411
　　　　　　　　固定資産合計 119,488,601 115,406,489 4,082,112
　　　　　　　　資産合計 159,648,942 147,533,662 12,115,280
Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　　預り金
　　　　　源泉所得税 101,577 103,938 △ 2,361
　　　　　雇用保険 49,230 32,571 16,659
　　　　未払法人税等 70,000 70,000 0
　　　　　　　　流動負債合計 220,807 206,509 14,298
　２　固定負債
　　　　引当金
　　　　　退職給付引当金 5,265,920 4,595,920 670,000
　　　　　　　　固定負債合計 5,265,920 4,595,920 670,000
　　　　　　　　負債合計 5,486,727 4,802,429 684,298
Ⅲ　正味財産の部
　　　　　指定正味財産
　　　　　　　県連補助金 6,278,000 6,278,000 0
　　　　　　　（うち特定資産への充当額） 6,278,000 6,278,000 0
　　　　　一般正味財産 147,884,215 136,453,233 11,430,982
　　　　　　　（うち基本財産への充当額） 50,764,398 51,776,875 △ 1,012,477
　　　　　　　（うち特定資産への充当額） 48,300,000 43,800,000 4,500,000
　　　　　　　　正味財産合計 154,162,215 142,731,233 11,430,982
　　　　　　　　負債及び正味財産合計 159,648,942 147,533,662 12,115,280
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令和４年度正味財産増減計算書総括表
（令和４年４月１日〜令和５年３月31日）

（単位：円）

科目名 当年度 前年度 増　減 当年度（会計別） 備　考公益 共益 法人会計
Ⅰ一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　基本財産運用益
　　　　　基本財産受取利息 733 1,293 △ 560 590 74 69 
　　　特定資産運用益
　　　　　特定資産受取利息 1,082 652 430 40 63 979 
　　　受取会費
　　　　　正会員受取会費 40,709,950 41,463,150 △ 753,200 12,212,985 14,248,483 14,248,482 
　　　　　賛助会員受取会費 716,000 682,000 34,000 214,800 250,600 250,600 
　　　事業収益
　　　　　研修事業収益 182,864 0 182,864 182,864 
　　　　　社会貢献事業収益 143,000 0 143,000 143,000 
　　　　　福利厚生事業収益 1,002,440 1,129,309 △ 126,869 1,002,440 
　　　　　会員親睦事業収益 2,843,000 2,653,000 190,000 2,843,000 
　　　　　支部親睦事業収益 457,200 649,300 △ 192,100 457,200 
　　　　　青年・女性部会親睦事業収益 598,400 124,000 474,400 598,400 
　　　受取補助金等
　　　　　受取県連補助金 1,073,080 1,092,860 △ 19,780 100,000 338,400 634,680 
　　　　　受取全法連補助金 436,000 314,000 122,000 436,000 
　　　　　受取全法連助成金 350,000 350,000 0 350,000 
　　　　　受取全法連助成金振替額 15,551,100 15,515,900 35,200 15,551,100 
　　　受取負担金
　　　　　受取負担金 545,243 291,700 253,543 545,243 
　　　　　青年・女性部会受取負担金 1,100,000 1,116,000 △ 16,000 1,100,000 
　　　雑収益
　　　　　受取利息 523 554 △ 31 523 
　　　　　雑収益 680,046 400,239 279,807 180,000 500,046 

【経常収益計】 66,390,661 65,783,957 606,704 28,222,515 21,201,524 16,966,622 
　 （2）経常費用
　　　研修相談事業費 研修会・講演

会・税の相談
等に要する費
用

　　　　　会議費（委員会・部会費） 17,172 14,940 2,232 17,172 
　　　　　会議費（その他の会議費） 43,919 69,589 △ 25,670 43,919 
　　　　　旅費交通費 3,120 10,470 △ 7,350 3,120 
　　　　　通信運搬費 33,502 42,622 △ 9,120 33,502 
　　　　　消耗品費 104,131 202,560 △ 98,429 104,131 
　　　　　印刷製本費 64,812 49,500 15,312 64,812 
　　　　　保険料 15,042 7,521 7,521 15,042 
　　　　　諸謝金 1,675,000 1,558,185 116,815 1,675,000 
　　　　　会場費 257,065 68,670 188,395 257,065 
　　　　　広告宣伝費 110,000 88,000 22,000 110,000 
　　　　　新聞図書費 89,628 49,064 40,564 89,628 
　　　租税教育事業費 税金教室・絵

はがきコンク 
ール等に要す
る費用

　　　　　消耗品費 35,728 69,798 △ 34,070 35,728 
　　　　　印刷製本費 130,680 135,080 △ 4,400 130,680 
　　　　　諸謝金 300,000 250,000 50,000 300,000 
　　　　　支払負担金 63,000 86,000 △ 23,000 63,000 
　　　税制提言事業費 税制改正要望

等に要する費
用

　　　　　会議費（役員会費） 0 7,260 △ 7,260 0 
　　　　　会議費（委員会・部会費） 4,200 9,351 △ 5,151 4,200 
　　　　　通信運搬費 3,196 3,290 △ 94 3,196 
　　　　　支払負担金 100,000 0 100,000 100,000 
　　　税の広報事業費 会報・ホーム

ページに要す
る費用　その
他税の広報に
要する費用

　　　　　会議費（委員会・部会費） 16,308 13,841 2,467 16,308 
　　　　　通信運搬費 1,115,279 1,130,030 △ 14,751 1,115,279 
　　　　　印刷製本費 5,220,480 4,778,798 441,682 5,220,480 
　　　　　諸謝金 60,000 90,000 △ 30,000 60,000 
　　　　　広告宣伝費 8,668 8,668 0 8,668 
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科目名 当年度 前年度 増　減 当年度（会計別） 備　考公益 共益 法人会計
　　　社会貢献事業費 社会貢献事業

に要する費用　　　　　会議費（その他の会議費） 420,990 0 420,990 420,990 
　　　　　旅費交通費 103,040 123,200 △ 20,160 103,040 
　　　　　通信運搬費 37,956 66,000 △ 28,044 37,956 
　　　　　消耗品費 118,140 1,098 117,042 118,140 
　　　　　印刷製本費 6,977 0 6,977 6,977 
　　　　　保険料 9,620 0 9,620 9,620 
　　　　　諸謝金 990,000 0 990,000 990,000 
　　　　　支払寄付金 53,372 110,000 △ 56,628 53,372 
　　　　　会場費 248,260 0 248,260 248,260 
　　　　　広告宣伝費 262,000 40,000 222,000 262,000 
　　　　　新聞図書費 0 227,271 △ 227,271 0 
　　　経営支援事業費 経営者セミナ 

ー等、経営支援
に要する費用

　　　　　消耗品費 6,695 4,083 2,612 6,695 
　　　　　諸謝金 0 20,000 △ 20,000 0 
　　　会員増強事業費 会員増強研修

会等に要する
費用

　　　　　会議費（委員会・部会費） 6,985 9,477 △ 2,492 6,985 
　　　　　会議費（その他の会議費） 405,220 0 405,220 405,220 
　　　　　通信運搬費 535,898 498,768 37,130 535,898 
　　　　　印刷製本費 121,495 141,570 △ 20,075 121,495 
　　　　　会場費 0 400 △ 400 0 
　　　会員支援事業費 親睦ゴルフ・

各 事 業 懇 親
会・生活習慣
病健診等　会
員支援に要す
る費用

　　　　　会議費（役員会費） 3,502,024 2,958,753 543,271 3,502,024 
　　　　　会議費（委員会・部会費） 8,488 9,606 △ 1,118 8,488 
　　　　　会議費（その他の会議費） 2,857,964 559,464 2,298,500 2,857,964 
　　　　　親睦交流会費 3,252,470 3,993,230 △ 740,760 3,252,470 
　　　　　通信運搬費 8,232 15,980 △ 7,748 8,232 
　　　　　消耗品費 59,406 4,083 55,323 59,406 
　　　　　保険料 1,054 0 1,054 1,054 
　　　　　諸謝金 200,000 0 200,000 200,000 
　　　　　支払負担金 82,415 0 82,415 82,415 
　　　事業管理費
　　　　　役員報酬 4,080,000 4,080,000 0 3,120,000 960,000 
　　　　　給料手当 10,001,138 9,088,094 913,044 7,647,929 2,353,209 
　　　　　退職給付費用 569,500 535,500 34,000 435,500 134,000 
　　　　　法定福利費 1,872,546 1,734,900 137,646 1,431,947 440,599 
　　　　　福利厚生費 117,478 26,499 90,979 89,836 27,642 
　　　　　旅費交通費 1,671,639 277,338 1,394,301 1,278,312 393,327 
　　　　　通信運搬費 759,620 796,849 △ 37,229 580,886 178,734 
　　　　　減価償却費 913,823 891,743 22,080 728,883 184,940 
　　　　　消耗什器備品費 219,887 174,827 45,060 168,149 51,738 
　　　　　消耗品費 293,920 163,129 130,791 224,762 69,158 
　　　　　修繕費 18,785 336,942 △ 318,157 14,365 4,420 
　　　　　印刷製本費 617,231 613,359 3,872 472,000 145,231 
　　　　　燃料費 63,072 61,299 1,773 48,231 14,841 
　　　　　光熱水料費 510,057 438,209 71,848 390,044 120,013 
　　　　　地代 856,800 856,800 0 683,400 173,400 
　　　　　保険料 103,345 97,843 5,502 82,430 20,915 
　　　　　租税公課 125,849 126,359 △ 510 100,332 25,517 
　　　　　支払負担金 149,345 65,875 83,470 114,205 35,140 
　　　　　リース料 183,417 211,263 △ 27,846 140,260 43,157 
　　　　　事務所管理費 606,944 575,341 31,603 464,134 142,810 
　　　　　支払手数料 58,344 52,857 5,487 44,616 13,728 
　　　　　新聞図書費 48,987 48,064 923 37,461 11,526 
　　　　　貸倒損失 258,570 203,520 55,050 119,340 139,230 

事業費計 46,869,928 38,982,830 7,887,098 30,145,002 16,724,926 0 
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科目名 当年度 前年度 増　減 当年度（会計別） 備　考公益 共益 法人会計
　　　管理費
　　　　　役員報酬 720,000 720,000 0 720,000 
　　　　　給料手当 1,764,906 1,603,781 161,125 1,764,906 
　　　　　退職給付費用 100,500 94,500 6,000 100,500 
　　　　　法定福利費 330,449 306,159 24,290 330,449 
　　　　　福利厚生費 20,731 4,676 16,055 20,731 
　　　　　会議費
　　　　　　　総会費 1,188,462 1,118,425 70,037 1,188,462 
　　　　　　　役員会費 432,788 253,286 179,502 432,788 
　　　　　　　委員会・部会費 347,681 137,916 209,765 347,681 
　　　　　旅費交通費 294,995 48,942 246,053 294,995 
　　　　　通信運搬費 134,050 140,620 △ 6,570 134,050 
　　　　　減価償却費 174,062 169,856 4,206 174,062 
　　　　　消耗什器備品費 38,803 30,852 7,951 38,803 
　　　　　消耗品費 51,868 28,788 23,080 51,868 
　　　　　修繕費 3,315 59,460 △ 56,145 3,315 
　　　　　印刷製本費 108,923 108,240 683 108,923 
　　　　　燃料費 11,130 10,818 312 11,130 
　　　　　光熱水料費 90,010 77,331 12,679 90,010 
　　　　　地代 163,200 163,200 0 163,200 
　　　　　保険料 19,685 18,637 1,048 19,685 
　　　　　諸謝金 270,000 270,000 0 270,000 
　　　　　租税公課 23,951 24,041 △ 90 23,951 
　　　　　諸会費 542,280 551,160 △ 8,880 542,280 
　　　　　支払負担金 26,355 11,625 14,730 26,355 
　　　　　委託費 532,930 537,141 △ 4,211 532,930 
　　　　　渉外慶弔費 160,000 154,204 5,796 160,000 
　　　　　表彰費 171,028 452,185 △ 281,157 171,028 
　　　　　リース料 32,367 37,281 △ 4,914 32,367 
　　　　　事務所管理費 107,108 101,531 5,577 107,108 
　　　　　支払手数料 10,296 9,327 969 10,296 
　　　　　新聞図書費 8,645 8,482 163 8,645 
　　　　　貸倒損失 139,230 135,680 3,550 139,230 

管理費計 8,019,748 7,388,144 631,604 0 0 8,019,748 
【経常費用計】 54,889,676 46,370,974 8,518,702 30,145,002 16,724,926 8,019,748 

【当期経常増減額】 11,500,985 19,412,983 △ 7,911,998 △ 1,922,487 4,476,598 8,946,874
　２．経常外増減の部
　 （1）経常外収益

【経常外収益計】 0 0 0 0
　 （2）経常外費用
　　　　　什器備品除却損 3 0 3 3 

【経常外費用計】 3 0 3 3 
【当期経常外増減額】 △ 3 0 △ 3 △ 3

他会計振替額 998,354 △ 998,354 0
【税引前当期一般正味財産増減額】 11,500,982 19,412,983 △ 7,912,001 △ 924,133 3,478,244 8,946,871

　　　　法人税・住民税及び事業税 70,000 70,000 0
【当期一般正味財産増減額】 11,430,982 19,342,983 △ 7,912,001

【一般正味財産期首残高】 136,453,233 117,110,250 19,342,983
【一般正味財産期末残高】 147,884,215 136,453,233 11,430,982

Ⅱ指定正味財産増減の部
　　受取補助金等
　　　　受取全法連助成金 15,551,100 15,515,900 35,200 15,551,100 
　　一般正味財産への振替額
　　　　一般正味財産への振替額 △ 15,551,100 △ 15,515,900 △ 35,200 △ 15,551,100

【当期指定正味財産増減額】 0 0 0 0 0 0 
【指定正味財産期首残高】 6,278,000 6,278,000 0 0 3,139,000 3,139,000 
【指定正味財産期末残高】 6,278,000 6,278,000 0 0 3,139,000 3,139,000 

Ⅲ正味財産期末残高 154,162,215 142,731,233 11,430,982
※�使途が明確なものは事業別に計上し、それ以外（給与手当等）は事業割合（原則　公益：共益：法人会計＝ 65％：20％：15％）で按分

しています。
※公益目的事業比率 ＝ 30,145,002（公益目的事業会計経常費用の合計額）／　54,889,676（経常費用の合計額）＝　54.9％
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財務諸表に対する注記
１　重要な会計方針
　平成 23 年度から「公益法人会計基準」（平成 20 年４月 11 日　平成 21 年 10 月 16 日改正　内閣府公益認定等委員会）を採用している。
（１）固定資産の減価償却の方法
　　　定額法によっている。
（２）引当金の計上基準
　　　従事員の退職給付に備えるため、期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を退職給付引当金として計上している。 
（３）消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。
２　基本財産及び特定資産の明細、増減及びその残高　基本財産及び特定資産の明細、増減及びその残高は、次のとおりである。

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

４　引当金の明細　引当金の内訳は、次のとおりである。

５　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

６　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

７　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
定期預金（一号財産） 15,000,000 15,000,000 
建 物 14,257,956 928,034 13,329,922 
建 物 付 属 設 備 318,918 84,443 234,475 
建 物 取 付 具 備 品 1 1 
定期預金（共用財産） 21,700,000 21,700,000 
普通預金（共用財産） 500,000 500,000 

小　　計 51,776,875 0 1,012,477 50,764,398 
特定資産

退 職 給 付 引 当 資 産 4,595,920 670,000 5,265,920 
設備更新等引当資産 5,300,000 5,300,000 
社 会 貢 献 引 当 資 産 2,000,000 2,000,000 
周 年 行 事 引 当 資 産 9,500,000 500,000 10,000,000 
建物修繕等引当資産 27,000,000 4,000,000 31,000,000 
県連補助金引当資産 6,278,000 6,278,000 

小　　計 54,673,920 5,170,000 0 59,843,920 
合　　計 106,450,795 5,170,000 1,012,477 110,608,318 

（単位：円）
科　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建 物 59,096,900 45,766,978 13,329,922 
建 物 付 属 設 備 3,532,840 3,298,365 234,475 
建 物 取 付 具 備 品 150,000 149,999 1 
什 器 備 品 7,384,685 7,177,503 207,182 
車 両 運 搬 具 536,120 536,119 1 
電 話 加 入 権 173,100 0 173,100 
借 地 権 8,500,000 0 8,500,000 

（単位：円）
補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

受 取 県 連 補 助 金 県法連 6,278,000 0 0 6,278,000 指定正味財産
受 取 全 法 連 助 成 金 全法連 0 15,551,100 15,551,100 0 指定正味財産

（単位：円）
内　容 金　額

経常収益への振替額
　事業費計上による振替額
　　　受取全法連助成金振替額

15,551,100 

（15,551,100）

（単位：円）

科　目 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高目的使用 その他
退 職 給 付 引 当 金 4,595,920 670,000 5,265,920 

（単位：円）
科　目 当期末残高 （うち指定正味財産からの充当額） （うち一般正味財産からの充当額） （うち負債に対応する額）

基本財産
定期預金（一号財産） 15,000,000 - （15,000,000） -
建 物 13,329,922 - （13,329,922） -
建 物 付 属 設 備 234,475 - （234,475） -
建 物 取 付 具 備 品 1 - （1） -
定期預金（共用財産） 21,700,000 - （21,700,000） -
普通預金（共用財産） 500,000 - （500,000） -

小　　計 50,764,398 （50,764,398）
特定資産

退 職 給 付 引 当 資 産 5,265,920 - - （5,265,920）
設備更新等引当資産 5,300,000 - （5,300,000） -
社 会 貢 献 引 当 資 産 2,000,000 - （2,000,000） -
周 年 行 事 引 当 資 産 10,000,000 - （10,000,000） -
建物修繕等引当資産 31,000,000 - （31,000,000） -
県連補助金引当資産 6,278,000 （6,278,000） - -

小　　計 59,843,920 （6,278,000） （48,300,000） （5,265,920）
合　　計 110,608,318 （6,278,000） （99,064,398） （5,265,920）
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財　産　目　録
（令和５年３月31日現在）

（単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　額

（流動資産）
　現金 手元保管 運転資金として 167,537 
　預金 普通預金 運転資金として

千葉銀行松戸支店 23,430,622 
千葉興業銀行松戸支店 1,121,191 
三井住友銀行松戸支店 1,149,571 
三菱 UFJ 銀行松戸西口支店 480,444 
三菱 UFJ 銀行松戸支店 1,440,630 
みずほ銀行松戸支店 1,218,320 
京葉銀行松戸支店 755,924 
東京ベイ信用金庫松戸支店 352,392 
筑波銀行松戸支店 368,699 
千葉銀行松戸支店（青年部会） 267,455 
千葉銀行松戸支店（女性部会） 2,714,634 
支部活動預金 2,842,722 
定期預金 3,500,000 

　未収会費 令和 4 年度会費未収分 350,200 
　流動資産合計 40,160,341 
（固定資産）
　基本財産
　　建物 松戸市岩瀬 108 番地所在　延床面積

288.82㎡
共用財産であるため、使用割合等により、67％は公益目的保有
財産として公益目的事業の用に、33％は公益目的事業に必要な
収益事業等及び管理業務の用に、それぞれ供している。

13,329,922 

　　建物付属設備 冷暖房設備他 234,475 
　　建物取付具備品 松戸法人会館取付芳名板 1 
　　定期預金（一号財産） 千葉銀行松戸支店 公益目的保有財産であり、運用益を公益目的事業の財源として

使用している。
15,000,000 

　　定期預金（共用財産） 千葉銀行松戸支店以下　9 行 共用財産であり、運用益の 67％は公益目的事業の財源として、
33％は公益目的事業に必要な収益事業等及び管理業務の用の財
源として使用している。

21,700,000 
　　普通預金（共用財産） 千葉銀行松戸支店 500,000 

　特定資産
　　退職給付引当資産 千葉銀行松戸支店以下　5 行 従事員 2 名に対する退職金の支払いのために積み立てている資

産である。 
5,265,920 

　　設備更新等引当資産 三菱 UFJ 銀行松戸西口支店以下　4 行 その他固定資産の買替時等の財源とするために積み立てている
資産である。

5,300,000 

　　社会貢献引当資産 みずほ銀行松戸支店以下　2 行 社会貢献の事業費に充てるために積み立てている資産である。 2,000,000 
　　周年行事引当資産 千葉銀行松戸支店以下　6 行 令和 6 年度に計画している設立 50 周年記念として行う公益目

的事業の費用に充てるため、特定費用準備資金として管理して
いる。

10,000,000 

　　建物修繕等引当資産 千葉銀行松戸支店以下　8 行 共用財産である建物の修繕等の費用に充てるため、特定費用準
備資金として管理している。

31,000,000 

　　県連補助金引当資産 京葉銀行松戸支店 指定正味財産であり、公益目的事業に必要な収益事業等（50％）
及び管理業務（50％）の財源とするために保有している。

6,278,000 

　その他固定資産
　　車両運搬具 トヨタシエンタ　野田 501 ね 7681 共用財産であるため、使用割合等により、67％は公益目的保有

財産として公益目的事業の用に、33％は公益目的事業に必要な
収益事業等及び管理業務の用に、それぞれ供している。

1 
　　什器備品 更衣ロッカー以下 212 点 207,182 
　　借地権 松戸市岩瀬 108 番地所在 8,500,000 
　　電話加入権 3 本 173,100 
　固定資産合計 119,488,601 
　　資産合計 159,648,942 
（流動負債）
　預り金
　　源泉所得税 令和 4 年度源泉所得税預り金残高 101,577 
　　雇用保険 令和 4 年度雇用保険預り金残高 49,230 
　未払法人税等 法人税等の令和 5 年度支払見込額 70,000 
　流動負債合計 220,807 
（固定負債）
　　退職給付引当金 従事員 2 名に対する退職金の支払いに備えたもの 5,265,920 
　固定負債合計 5,265,920 
　　負債合計 5,486,727 
　　正味財産 154,162,215 
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監査報告書
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任期満了に伴う役員改選（案）承認の件

  公益社団法人松戸法人会役員候補者名簿（案）
（令和５年５月23日）

役職名 氏　名 法人名
理　事 大 川  吉 美 （株）グランバー 重　任

〃 青 木 早 智 子 （有）利倉 〃
〃 谷 内  久 徳 （株）谷内工務店 〃
〃 椎 名  佳 子 （株）椎名 〃
〃 浅 野  洋 一 （株）大東 〃
〃 坂 巻  仁 志 （有）坂巻葬祭店 〃
〃 大 澤  茂 （株）グリーン葬祭 〃
〃 榎  康 雄 （公社）松戸法人会 〃
〃 湯 浅  康 弘 （株）湯浅 〃
〃 石 井  弘 （株）あきら不動産 〃
〃 杉 浦  章 浩 （有）サード 〃
〃 小 野 塚  雄 （株）マツオー 〃
〃 小 口  泰 伸 あおぞら保険サービス（株） 〃
〃 村 田  慎 吾 （株）ソイルプランニング 〃
〃 齋 藤  陽 一 鉄道用品（株） 〃
〃 駒 野  善 信 （株）コマノ設備 〃
〃 伊 藤  賢 一 ソル・セールズプロモーション（株） 〃
〃 西 村  剛 志 流山設備工業（有） 〃
〃 吉 田  登 （株）松美商事 〃
〃 渡 邉  均 （株）丸幸 〃
〃 星 本  慎 児 （有）新星興業 〃
〃 丸 山  敦 子 （有）エムプラン 〃
〃 西 田  浩 （株）マツモトキヨシ 〃
〃 今 井  浩 志 （有）和菓子処八矢庵 〃
〃 髙 橋  順 之 （株）髙橋ビル 〃
〃 福 澤  昭 弘 （有）エスティム クリエイト 〃
〃 鷲 見  嘉 信 （株）スミ工業・トーヨー住器 〃
〃 佐 藤  徹 夫 万星食品（株） 〃
〃 落 合  敏 宏 （株）落合製作所 〃
〃 大 越  竜 美 （株）近藤石材店 〃
〃 浮 ケ 谷 容 徳 （株）ウキガヤ 〃
〃 竹 内  伸 夫 （有）竹内設計事務所 〃
〃 佐 藤  肇 （有）佐藤興産 〃
〃 坂 本  政 春 （株）さかもと 〃
〃 湯 浅  健 司 （株）湯浅建設 〃
〃 尾 崎  裕 一 （株）友愛メディカル 〃
〃 渡 辺  博 行 （有）菊水 〃
〃 飛 田  秀 幸 （株）イズム 〃
〃 嶋 村  知 直 （有）シマムラ商会 〃
〃 木 村  健 二 （有）協和デンタル・ラボラトリー 〃
〃 入 木 田 健 一 京葉ツーリスト（株） 〃
〃 佐 藤  隆 男 （有）フジ企画 〃
〃 遠 井  昌 之 睦エンジニアリング（株） 〃
〃 八 嶋  孝 一 やしま開発（株） 〃
〃 染 野  和 廣 トーカツ建興（株） 〃
〃 秋 元  稔 （株）更紗 〃
〃 山 崎  正 治 （株）山崎カンリ 〃
〃 本 村  穣 治 （株）京葉保険事務所 〃
〃 藤 井  克 典 （株）東和土地 〃
〃 小 林  信 基 小林建材（株） 〃
〃 服 部  裕 介 （株）ジェー・ティー・ピィー 〃
〃 大 野  秀 治 （株）大野信号設備工業 〃
〃 山 﨑 修 太 郎 （株）ベビーリース 新　任
〃 日 暮  幸 信 （有）日暮容器 〃
〃 木 村  健 一 （株）キムラ 〃
〃 小 川  健 京葉建硝（株） 〃
〃 杉 浦  正 実 （有）杉浦商店 〃
〃 岩 佐  祥 一 栄光産業（株） 〃
〃 海 老 原 新 蔵 京和ガス（株） 〃
〃 岩 田  幸 久 （有）幸和 〃
〃 齊 藤  清 光 （株）齊藤造園土木 〃

監　事 佐 藤  秀 史 東京ベイ信用金庫 重　任
〃 佐 藤  健 一 （株）JPコンサルタンツ 新　任

理事 61 名　監事 2 名　　合計 63 名
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Ⅰ　概　況　報　告
　本年度は、3 年目となる新型コロナウイルスの感染拡大の影響下にもかかわらず、「with コロナ」で会員等の皆様方の健康面・
安全面を考慮しつつ、総会 ･ 新年賀詞交歓会等、予定していた事業は、ほぼ実施することができた。なお、市民まつりは、不
参加もしくは中止となった。
　全法連の千葉大会が、3 年ぶりにリアル開催され、幕張メッセイベントホールで 10 月に実施された。参加人員は制限され
たものの、記念講演会・式典・懇親会等盛況のうちに行われた。
　社会貢献事業として、「松戸音楽フェスティバル」に管内中学校 3 校を招待ならびに新規事業として、青年部会・女性部会
共催にて「婚活イベント」を開催した。
　新設法人説明会 ･ 決算期別説明会では、松戸税務署 ･ 千葉県税理士会松戸支部の協力を得て、昨年に引き続き ZOOM 配信
での参加を可能とし、コロナ対策を含め利便性の向上を図った。
　組織の基盤強化については、「会員増強統一月間」運動において、本部・支部役員が一丸となり増強した結果、「銅賞」を獲
得する成果を挙げた。

Ⅱ　主　な　活　動
　１　公益目的事業の推進
　　（１）研修事業関係
　　　 ① 新設法人説明会
　　　　  �　松戸税務署との共催で、管内に新たに設立された法人を対象に、事業開始に当たり税務上必要となる申請・届出等

の手続き、法人税・消費税並びに源泉所得税などの基礎知識を正しく理解してもらうことを目的に 6 回開催した

　　　 ② 決算期別説明会
　　　　  �　松戸税務署との共催で、決算月を迎える管内の法人を対象に、税制改正に伴う変更事項等決算を行う上で留意すべ

き点の理解と周知並びに適正な申告と納税を行ってもらうことを目的に 13 回開催した。

　　　 ③ 税務、経理の相談
　　　　  �　法人の業務で発生する税務・経理の悩みや疑問等につき、会員・非会員を問わず気軽に相談できる場として、千葉

県税理士会松戸支部所属の税理士が個別に相談へ応じる無料の「税の相談日」を、毎月第 2 金曜日（8 月のみ第 3 金
曜日）に開催（年間 12 回）した。

　　　 ④ 実務者研修会
　　　　  �　実務者の習熟度や税目等を考慮し、新任者研修 1 回、基礎コース 6 回、応用コース 5 回、年末調整実務コース（新

任者）2 回並びに年末調整事務等説明会 1 回を実施した。

　　　 ⑤ 税務・会員増強研修会
　　　　  �　「会員増強統一月間」運動の期間中に開催されたブロック別（5 会場）の税務・会員増強研修会において、松戸税務

署職員を講師に招いて「電子帳票保存法改正とインボイス制度について」という演題で研修を行い、税制制度につい
て知識と理解を深めた。

　　　 ⑥ 地域別研修会
　　　　  �　管内 3 市それぞれの利便性の高い場所を会場として、松戸税務署職員を講師に招いて開催時期に適した税の研修「イ

ンボイス研修会　～令和 5 年度税制改正の大綱を踏まえて～」という演題にて研修を 5 会場で実施した。

　　　 ⑦ 法人会新規加入法人研修会
　　　　  �　法人会への新規加入会員を対象に、松戸税務署職員を講師に招いて、法人税並びに源泉税に関し「法人税の基礎と

インボイス制度等」及び「源泉税実務のポイント」の研修を実施した。また、会の活動全般の説明を行い、各種の研
修会への積極的参加を呼び掛けた。

　　　 ⑧ 「青法税会」合同研修会
　　　　  �　三会合同（松戸青色申告会、松戸法人会、千葉県税理士会松戸支部）の「青法税会」主催の講演・研修会を、松戸

税務署 署長吉瀬 唯史氏、税理士小林孝夫氏並びに「大河ドラマ『鎌倉殿の 13 人』北条義時と彼をめぐる人びと」の
演題で河合 敦氏を講師に招き、広く一般市民にも参加を呼びかけて実施した。

　　　 ⑨ 「インボイス」研修会
　　　　  �　令和 5 年 10 月よりインボイス制度が導入されることに伴い、4 月～ 3 月に計 29 回の説明会を開催し、周知徹底に

努めた。

令和４年度事業報告

令和４年度事業報告書
（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）
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　　（２）租税教育事業関係
　　　 ① 「落語税金教室」の実施
　　　　  �　青年部会の租税活動として、管内の松戸市 2 校、流山市 2 校、鎌ケ谷市２校の合計 6 校の小学校生徒 734 名を対象

として落語税金教室を実施した。今年で実施以来 13 年となり、延べ 9,600 名超の児童に租税の一助を担った。各校の
生徒からの感謝の言葉や便りとともに、教師の方々からも授業の一環として大変有意義であると好評で、充実した事
業内容となっている。

　　　 ② 「税に関する絵はがきコンクール」の実施
　　　　  �　女性部会の租税活動として定着した「税に関する絵はがきコンクール」も、第 12 回となった今回は 9 校：608 枚の

応募があり、小学生高学年への租税教育の浸透が感じられる。応募作品については、厳正な審査により優秀作品を選
出し、3 年ぶりに開催された「納税表彰式」に於いて、表彰状及び副賞を授与するとともに、受賞作品を「税を考え
る週間」の期間を中心として、市民ギャラリーや各市役所等の公共の場に展示し、その後松戸法人会館に展示するな
どして税の啓蒙活動に役立てている。

　　　 ③ 「全国青年の集い」及び「全国女性フォーラム」への参加
　　　　  �　青年・女性部会では、「第 36 回法人会全国青年の集い（沖縄）」並びに「第 16 回法人会全国女性フォーラム（静岡）」

へ積極的に参加して、全国の法人会との交流を行った。また、参加できなかった部会員に対し、報告会を開催するな
ど情報の共有を図った。

　　（３）税制提言事業関係
　　　 ① 「税制改正に関するアンケート調査」の実施等
　　　　  �　松戸法人会の役員を対象として、税制改正に関するアンケート調査を実施した。
　　　　  �　また税制委員会は、税制・税務に関する提言を行うため、会議の都度 税制改正事項及び中小企業関連の税制等に関

する研修を行い、かつ、全法連主催の「税制セミナー」へ参加するなど、税制改正の調査研究に努めた。

　　　 ② 法人会全国大会（千葉大会）等への参加
　　　　  �　税制委員会を中心として、アンケート調査を基に松戸法人会としての「税制改正要望書」を取りまとめて県連に提

出した。
　　　　  �　また、「法人会全国大会」が千葉大会で、2 日間青年部会中心に応援をいただき、参加人員は制限されたものの、記

念講演会・式典 ･ 着座形式の懇親会等盛況のうちに行われた。

　　　 ③ 税制改正要望書の関係機関への提出等
　　　　  �　全法連役員会で決定した「令和 5 年度税制改正に関する提言」を、松戸・流山・鎌ヶ谷市長並びに衆議院議員等に

手交して提言の実現を訴えた。更に、当会のホームページと会報を通じて、広く一般の方々へ提言内容及び活動の理解・
周知を図った。

　　（４）広報事業関係
　　　 ① 広報誌及びホームページによる広報
　　　　  �　松戸法人会報「結」を年 6 回発行し、税制・税務に関する有益な情報を発信した。
　　　　  �　また、会活動記事をタイムリーに掲載して会員企業に法人会活動への理解及び参加を促すとともに、ホームページ

を活用した広報活動により、各種研修会・講演会等の開催要領を広く一般企業・市民にも周知して参加を呼び掛ける
など、地域社会への貢献にも寄与した。

　　　 ② 市民まつり等への参加による広報
　　　　  �　3 月の常盤平さくらまつりは開催となったが、雨のため「税金クイズ」が行えず、やむを得ず中止となった。また、

流山まつりはブースが取れず不参加で、それ以外のまつりは、昨年に引き続き、新型コロナウイルスの影響で中止となっ
た。また、まつりの協賛については、黄金イルミネーション、松戸クリスタルファンタジー、常盤平さくらまつり、
八柱さくらまつりを行った。

　　（５）社会貢献事業関係
　　　 ① 「松戸音楽フェスティバル」に管内中学校 3 校を招待
　　　　  �　松戸音楽フェスティバル実行委員会主催の「松戸音楽フェスティバル（第 2 回）」に管内（松戸 ･ 流山 ･ 鎌ケ谷市）

3 市の教育委員会学習指導課等の協力を得て、中学校の吹奏楽 ･ 合唱 ･ ギター演奏の発表の場を提供し、生徒の育成
の一助を担うとともに、音楽を通じて松戸の魅力を向上させることを目的に開催した。広く市民に鑑賞してもらうこ
とを通して市民の文化芸術への関心を高め、市民活動の活性化に寄与すると共に、今後の学校教育における音楽活動
への市民の興味関心を高め理解を促進し、地域社会に貢献した。

　　　 ② 婚活イベントの開催（新規事業）
　　　　  �　青年部会・女性部会共催で、「肉とワインの婚活 BBQ」と題し、経営者の事業継承や後継者の育成を図るべく、法

人会会員及び松戸・流山・鎌ケ谷市等在住の方を中心とした婚活イベントをガーデンパーティー形式で開催して、地
域社会に貢献した。
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　　　 ③ 青年部会主催による「10 月公開例会講演会」の実施
　　　　  �　「おでかけショーゲキしもきたドォーン in 松戸」と題し、下北沢のライブで活躍している若手芸人さん達を招いて

開催し、管内 3 市の広報誌並びに青年部会員の扱う広報媒体による開催内容の周知等により一般市民など、大勢の入
場者にて盛況に実施された。

　　（６）経営支援事業関係
　　　 　 経営者セミナーの開催
　　　　  �　企業経営に役立つ有意義なセミナーとして、㈱千葉銀行経営承継コンサルティング部を講師にお招きし、「今こそ経

営承継について考えてみませんか？」の演題で、第 6 回経営者セミナーを開催した。「ご親族・従業員への承継ポイン
ト」、「第三者承継（M&A）の選択」、「質疑応答」での 3 部構成で、参加者から今後に生かせると非常に好評でした。

　２　組織基盤の強化
　　（１）福利厚生事業関係
　　　 ① 経営者大型総合保障制度等の推進
　　　　  �　会員企業の「福利厚生制度の充実」と「経営の安定化」のため、受託保険会社 3 社とともになお一層の普及推進に

努めた。

　　　 ② 生活習慣病健診の促進
　　　　  �　会員企業の経営者及び従業員の健康管理に資するため、松戸市、流山市、鎌ヶ谷市の 3 か所に受診会場を設け、延

べ 9 日間実施した。

　　（２）会員増強事業関係
　　　 ① 「会員増強統一月間」運動の推進
　　　　  �　組織の充実・強化を図るため、全法連及び県法連に呼応して、「会員増強統一月間（9 月～ 12 月）」運動期間において、

本部・ブロック並びに支部が一丸となって会員増強に取組んだ結果、県法連からの示達目標 90 社を上回る 107 社を獲
得し、銅賞の獲得となった。

　　　 ② 「会員増強研修会」の実施
　　　　  �　「会員増強統一月間」当初の 9 月及び 10 月に、組織委員が中心となって加入勧奨の説明及び加入勧奨用のツールを

配布する「会員増強研修会」を全ブロックで実施した。
　　　　  �　これを受け各支部会が開催され、内容が支部総代まで周知されたことによりスムーズな運動が展開された。

　　（３）会員支援事業関係
　　　 ① 親睦ゴルフ大会の開催
　　　　  �　本部（厚生委員会）の主催により、会員相互の親睦を深め交流を促すことを目的に、全会員を対象とした「法人会

親睦ゴルフ大会」を開催した。なお、新型コロナウイルス感染防止の観点より、表彰式（パーティー）は、中止となっ
た。

　　　 ② 新年賀詞交歓会等の開催
　　　　  �　新年賀詞交歓会・総会後の懇親会を 3 年ぶりで着座にて開催して、税務当局、関係友誼団体並びに会員同士の交流

と情報交換の場を提供した。なお、署との交流会は中止となった。

　　　 ③ 研修旅行の実施
　　　　  �　本部、青年部会 ･ 女性部会並びにブロックのそれぞれが、会員企業の経営に資すること、かつ、会員同士の交流・

意見交換の場として、商業施設の見学等を行う「バス研修」を実施した。本部では、11 月「日帰り研修旅行」（都内）
を 4 年ぶりに開催した。また、女性部会は 10 月「日帰り研修旅行」（茨城方面）を 3 年ぶりに開催した。3 月には、
青年部会卒業旅行、鎌ケ谷ブロック 1 泊 2 日研修旅行、中央第 1･2 支部 ･ 東部ブロック他合同で 1 泊 2 日の研修旅行
を実施した。

　３　会議等の充実
　　�　各種事業の円滑な運営に向け、本部の各委員会、各部会並びにブロック・支部の会議が適宜開催されるとともに、全法連・

県法連主催の諸会議等へも役員が出席、かつ、関係部署へ報告して情報の共有・交換を行った。

　４　詳細な事業活動報告
　　�　令和 4 年度の事業計画書に基づいて実施した詳細な実績は、別記のとおりです。
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記
１　諸　会　議
　⑴　定　時　総　会

年 月 日 会　議　の　内　容
4 5 26 第 48 回　定時総会

　⑵　理　　事　　会
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

4
8
3

25
25
28

第 1 回　理事会
第 2 回　　〃 
第 3 回　　〃 

　⑶　正副会長会・正副ブロック長合同会議
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

4
6
8
10

12
2

11
8
8
3
〃
5
6

第 1 回　正・副会長会
第 1 回　正副会長・ブロック長合同会議
第 2 回　正・副会長会
第 3 回　　　 〃
第 2 回　正副会長・ブロック長合同会議
第 4 回　正・副会長会
第 5 回　　　 〃

　⑹　監　　事　　会
年 月 日 会　議　の　内　容
4 4 14 第 1 回　監事会

　⑷　委　　員　　会
　　イ　総 務 委 員 会

年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

4
6
8
10
3

14
9
17
17
2

第 1 回　総務委員会
第 2 回　　　〃
第 3 回　　　〃
第 4 回　　　〃
第 5 回　　　〃

　⑸　部　　　　　会
　　イ　青　年　部　会

年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

4

5

6

7

8

9

10

11

1
2

3

4

21
22
2
12
16
8
27
13
14
19
3
5
15
20
10
12
17
21
16
15
20
7

第１回　監査会
第 1 回　役員会　
第 1 回　正・副部会長会議
第42回　定例総会　
第 1 回　流山ブロック役員会
第 2 回　正・副部会長会議
第 2 回　役員会
第 2 回　流山ブロック役員会
鎌ケ谷ブロック役員会
第 3 回　正・副部会長会議
第 3 回　流山ブロック役員会
第 3 回　役員会
第 4 回　流山ブロック役員会
青年・女性部会「婚活事業打合せ」
第 4 回　正・副部会長会議
第 4 回　役員会
第 1 回　松戸ブロック役員会
第 5 回　流山ブロック役員会
第 5 回　正・副部会長会議
第 5 回　役員会
第 6 回　正・副部会長会議
第 7 回　正・副部会長会議
第 6 回　役員会
第 2 回　松戸ブロック役員会

　　ロ　税 制 委 員 会
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

5
7
2

12
14
13

第１回　税制委員会
第２回　　　〃　　（書　面）
第 3 回　　　〃

　　ハ　研 修 委 員 会
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

7

9
2

6
26
14
9

第 1 回　研修委員会
青法税会合同会議
第 2 回　研修委員会
第 3 回　　　〃

　　ロ　女　性　部　会
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

4

5
6

8
9
10

2

7

19
6
23
5
22
11
20
2
14

第１回　監事会
第１回　役員会
第47回　定例総会　
第 1 回　正・副部会長会議
第 2 回　役員会
青年・女性部会「婚活事業打合せ」
第 3 回　役員会
第 1 回　総務委員会
第 1 回　事業委員会
第 2 回　正・副部会長会議
第 4 回　役員会

　　ホ　広 報 委 員 会
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

5
7
9
11
1
3

23
20
16
22
17
16

第１回　広報委員会
第 2 回　　　〃
第 3 回　　　〃
第 4 回　　　〃
第 5 回　　　〃
第 6 回　　　〃

　　ヘ　厚 生 委 員 会
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

6
10
2

28
6
1

第 1 回　厚生委員会
第 2 回　　　〃　 　　
第 3 回　　　〃

　　ト　実務者研修委員会
年 月 日 会　議　の　内　容
4
5

9
2

6
7

第１回　実務者研修委員会
第 2 回　　　　 〃

　　ニ　組 織 委 員 会
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

8
12
2

4
1
27

第１回　組織委員会
第 2 回　　　〃
第 3 回　　　〃

　⑺　関係民間団体長会
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

9
11
1

13
1
17

第 1 回　関係民間団体長会議
第 2 回　　　　　〃
第 3 回　　　　　〃

　⑻　支部関係会議等
年 月 日 会　議　の　内　容
4 6

7
17
5
21

鎌ケ谷南初富支部役員会
新松戸支部役員会
常盤平ブロック支部長会
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　⑼　県連関連会議
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

4
5
6

7

8

9

10

11
12

2
3

21
16
6
13

17

11

9
26
31
2
7
9
16
7
27
28
29
16
20
24
10
22
23
27

第 1 回　総務委員会
第 1 回　理事会
第 1 回　税制委員会　　　　　　
第 1 回　青連協　理事会
第36回　女連協　理事会
第 7 回「法人会全国大会（千葉大会）」実行委員会
第 9 回　定時総会及び役員大会　　 　
第 1 回　事務局長会議
福利厚生制度推進大会
第 1 回　組織委員会
第 2 回　事務局長会議
第 8 回「法人会全国大会（千葉大会）」実行委員会
第 1 回　研修委員会
第 1 回　女連協　常任理事会
第 1 回　広報委員会
第 1 回　青連協　常任理事会
東京局連 3 県連部会長サミット
第 2 回　理事会
第 3 回　事務局長会議
第 2 回　組織委員会
第 4 回　事務局長会議、福利厚生制度推進連絡協議会
役員懇談会及び東京国税局との連絡協議会
第 2 回　税制委員会　　　　　　
第 5 回　事務局長会議
第 2 回　総務委員会　　　　　　
第 2 回　女連協　常任理事会
第 3 回　理事会

年 月 日 会　議　の　内　容
5 3 3

10
12
13
14

15

16
20
23

25
29
30

八ケ崎・小金原支部役員会
流山第 1 支部役員会
金ケ作支部役員会　　　　
上本郷支部役員会
明第 3 支部役員会
流山東部支部役員会
常盤平 1 ～ 4 支部役員会
流山ブロック「支部長会議」
流山北部支部役員会
八柱支部役員会　　　　　　
根本支部役員会
古ケ崎・栄町支部役員会
流山南部支部役員会
小金西支部役員会
鎌ケ谷北初富支部役員会
中央第 2 支部役員会

２　式　　典
年 月 日 式　典　の　内　容
4

5

5
11
1

26
17
26

第48回　定時総会
納税表彰式
新春講演会・賀詞交歓会及び「会員増強統一月間」
功労者表彰

　⑽　その他の会議
年 月 日 会　議　の　内　容
4

5

4
6
8
10

12
2

21
28
9
11
19
20
14

アフラック福利厚生会議
第 1 回　松戸音楽フェスティバル実行委員会
第 2 回　松戸音楽フェスティバル実行委員会
第 3 回　松戸音楽フェスティバル実行委員会
アフラック法人会福利厚生制度推進会議
県北 4 法人会親睦ゴルフ及び連絡会　
第 4 回　松戸音楽フェスティバル実行委員会

年 月 日 会　議　の　内　容
4 8

9

10

11

2
4
10
25

16
20
22
26
27
28
30

4

5
11
12

13

14

17

24

25
26
28
3
9

10
11
14
18
21
27
29
30

五香六実ブロック支部長会議　　　　　
東部ブロック支部長会議
流山ブロック「支部長会議」
鎌ケ谷ブロック役員会
鎌ケ谷北初富支部役員会
中央第 1 支部役員会
鎌ケ谷南初富支部役員会
古ケ崎・栄町支部役員会
鎌ケ谷北初富支部役員会
高塚・大橋支部役員会
流山東部支部役員会
鎌ケ谷北初富支部役員会
鎌ケ谷道野辺支部役員会
流山第 1 支部役員会
鎌ケ谷鎌ケ谷支部役員会
中央第 2 支部役員会
鎌ケ谷中沢支部役員会
八ケ崎・小金原支部役員会
流山中部支部役員会
常盤平 5 ～ 7 支部、金ケ作支部「合同役員会」
小金東支部役員会
小金西支部役員会
和名ケ谷・稔台支部役員会
流山第 2 支部役員会
明第 2 支部役員会
鎌ケ谷北部支部役員会
六実支部役員会　　　　　　
松飛台支部役員会
新松戸支部役員会
流山東部支部役員会
流山北部支部役員会
河原塚支部役員会
紙敷支部役員会
西馬橋支部役員会
流山南部支部役員会
流山第 2 支部役員会
八柱支部役員会　　　　　　
中央第 2 支部役員会
根本支部役員会
鎌ケ谷北初富支部役員会
流山第 1 支部役員会
明第 3 支部役員会

5

12

1

2

3
7
9
12

13
16
21
23

27
16
20
26
4
8
17
20
22

25
28

常盤平 5 ～ 7 支部役員会
明第 3 支部役員会
流山第 2 支部役員会
明第 3 支部役員会
流山北部支部役員会
明第 3 支部役員会
馬橋支部役員会
高塚・大橋支部役員会
常盤平 1 ～ 4 支部役員会
八ケ崎・小金原支部役員会
金ケ作支部役員会　　　　
鎌ケ谷北初富支部役員会
鎌ケ谷中沢支部役員会
中央第 1 支部役員会
鎌ケ谷ブロック役員会
流山東部支部役員会
流山第 2・中部支部合同役員会　
鎌ケ谷南初富支部役員会
中央第 1 支部役員会
小金東支部役員会
鎌ケ谷道野辺支部役員会
古ケ崎・栄町支部役員会
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３　事　　業
　⑴　研修相談事業
　　イ　新設法人説明会

年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

5
7
9
11
1
3

19
21
15
17
19
22

新設法人説明会　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　

　　ロ　決算期別説明会
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3

21
19
16
21
18
15
20
17
15
19
16
22
23

決算期別説明会　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　
　　　〃　　　

　　ハ　インボイス説明会
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

21
19
〃
16
21
〃
18
15
〃
20
17
〃
15
19
〃
16
22
〃
23

インボイス説明会
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃
　　　 〃

　　ニ　税務・経理相談
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3

8
13
10
8
19
9
14
11
9
13
10
10

税務経理相談
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃
　　 〃

　　ホ　講　　演　　会
年 月 日 行　事　名 講　演　内　容
4 5 19 女性部会

総会記念講演会
「くらしと税のよもやま話」
松戸税務署

副署長　濱村　千穂 氏
26 松戸法人会

総会記念講演会
「新型コロナウィルス　
現状と今後の流れ」
昭和大学医学部内科学講座

臨床感染症学部門客員教授
二木　芳人 氏

10 29 青年部会
「10月公開例会」

「おでかけショーゲキ
しもきたドォ～ン㏌松戸」
講師：ねづっち・ストレッチーズ他

11 10 第 20 回
青法税会講演会

第１部　�「相続税と不動産評価に
まつわる話」

　松戸税務署　
署長　吉瀬　唯史 氏

第 2 部　�『税務調査…』について
おもうこと！？

　千葉県税理士会松戸支部
支部長　小林　孝夫 氏

第3部　「大河ドラマ『鎌倉殿の13人』
北条義時と彼をめぐる人びと」

　歴史作家／多摩大学客員教授
河合　　敦 氏

5 1 25 青年部会　
1 月例会

「賀詞記念講演会」

「税のよもやま話～国税組織の
取組紹介・事業承継税制の概要～」
松戸税務署　署長　吉瀬　唯史 氏

26 松戸法人会
「新春講演会」

「ウクライナ危機：その背景と国際的影響」
　慶応義塾大学総合政策学部

教授　廣瀬　陽子 氏

　　ヘ　研修会関係
年 月 日 研　修　名 研　修　の　内　容
4 4

2

3

1
5
8
12
15
18
26
27
〃
28

インボイス
研修会

演題：�「消費税のインボイス 
制度研修会」

講師：松戸税務署法人課税第 1 部門
審理上席　柴山　和貴 氏

審理担当官　松原　優美 氏

5 30 青年部会
5 月「例会」
研修会

演題：�～『お笑いテクニック』を
ビジネスに活かす！～

顔を縦に伸ばすと、チャンスと幸
せがやってくる！
講師：俳優・ナレーター・演出家

かわの　をとや 氏
9

14
15
16
27
28

「税務・会員増強
研修会」
鎌ケ谷ブロック
東部・常盤平・五香六実ブロック
中央・明ブロック
馬橋・小金ブロック
流山ブロック

演題：�「電子帳簿保存法改正と 
インボイス制度について」

講師：松戸税務署法人課税第 1 部門
審理上席　柴山　和貴 氏

11 14 女性部会
税を考える週間

「交流会及び研修会」

第１部　「交流会」
第２部　「研修会」

「インボイス制度について」
講師：松戸税務署法人課税第 1 部門

審理上席　柴山　和貴 氏
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年 月 日 研　修　名 研　修　の　内　容
4 12 13 「応用コース」 第 2 回

・給与支払報告書の書き方
講師：松戸市役所市民税課

主　事　萩原　廣孝 氏
主事補　加藤　翔龍 氏

・�再年末調整
講師：松戸税務署法人課税第２部門

審理上席　牧島　典子 氏
5 2 2 第 3 回

・�社会保険・年金給付・雇用保険
と労災

～最新情報を盛り込んで～
講師：社会保険労務士　

　櫻井　好美 氏
22 第 4 回

・�「令和 5 年度税制改正 
（源泉所得税関係）」

講師：松戸税務署法人課税第２部門
審理上席　牧島　典子 氏

3 1 第 5 回
・「法人税確定申告書の書き方」
講師：松戸税務署法人課税第 1 部門

審理上席　柴山　和貴 氏

年 月 日 研　修　名 研　修　の　内　容
5 2 21 「新規加入法人

税務講習会」
・法人税編
　「法人税の基礎とインボイス制度等」
講師：松戸税務署法人課税第 1 部門

審理上席　柴山　和貴 氏
・源泉税編
　「源泉税実務のポイント」
講師：松戸税務署法人課税第２部門

審理上席　牧島　典子 氏
3

1
14
15
17
22

「地域別研修会」

流山ブロック
馬橋・小金ブロック
中央・明ブロック
東部・常盤平・五香六実ブロック
鎌ケ谷ブロック

演題：「インボイス研修会」
　　　�～令和 5 年度税制改正の大

綱を踏まえて～
講師：松戸税務署法人課税第 1 部門

審理上席　柴山　和貴 氏

29 女性部会
雅楽を楽しむ
交流会

雅楽演奏：千葉県神社庁研修所
雅楽講師　東葛雅楽会　会長　

安藤　千里 氏他

　⑵　租税教育事業
　　イ　青年部会

年 月 日 事　業　の　内　容
4 9

10
11

12

21
28
19
15
16
2

「落語税金教室」 　　　　 
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃

　　ロ　女　性　部　会
年 月 日 事　業　の　内　容
4 10

11

11
12

11
20
17
〃
28
6

「税に関する絵はがきコンクール」選定
「税に関する絵はがきコンクール」展示準備
「税に関する絵はがきコンクール」表彰状授与（法人会長賞）
「税に関する絵はがきコンクール」表彰状授与（松戸税務署署長表彰）
「税に関する絵はがきコンクール」表彰状授与（女性部会長賞）
「税に関する絵はがきコンクール」表彰状授与（女連協会長賞）
「税に関する作品展」（絵はがき展示）　（松戸市役所）
　　　　　　　　〃　　　　　　　（鎌ケ谷市役所）
　　　　　　　　〃　　　　　　　（流山市役所）

11/11～11/17
11/11～11/17
11/15～11/21

　⑶　税制提言事業
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

11

12
3

10

18

19
14

税制改正要望提出　（国会議員）
　　　 〃　　　　 （松戸市）
　　　 〃　　　　 （国会議員）
　　　 〃　　　　 （流山市）
　　　 〃　　　　 （鎌ケ谷市）
税制アンケートの実施

　　ト　実務者研修会関係
年 月 日 研　修　名 研　修　の　内　容
4 4 6 「新任者研修」 ・源泉徴収制度の概要

・毎月の徴収事務のしかた
講師：松戸税務署法人課税第 2 部門

審理上席　原　嘉宏 氏
19

20

「基礎コース」
（法人税）

第１回
・法人税申告書作成講座
講師：松戸税務署法人課税第 1 部門

審理担当官　浦島　理紀 氏
第 2 回　　　　　〃

5 24

25

「基礎コース」
（消費税）

第１回
・消費税の課否判定と申告書作成
講師：松戸税務署法人課税第 1 部門

審理上席　松島　紀子 氏
第 2 回　　　　　〃

9 8

9

「基礎コース」
（源泉税）

第１回
・非課税給与・現物給与
講師：松戸税務署法人課税第 2 部門

審理上席　牧島　典子 氏
第 2 回
・退職金・報酬料金等・非居住者等
講師：松戸税務署法人課税第 2 部門

審理上席　牧島　典子 氏
11 2 「年末調整実務

コース」
（新任者）

・年末調整事務
　（午前・午後で 2 回開催）
講師：松戸税務署法人課税第２部門

審理上席　牧島　典子 氏
28 「年末調整事務

等説明会」
・年末調整のしかた
講師：松戸税務署法人課税第２部門

審理上席　牧島　典子 氏
・�給与所得の源泉徴収票等の 

法定調書の作成と提出の手引
講師：松戸税務署管理運営第 1 部門

国税徴収官　福田　勝幸 氏
12 1 「応用コース」 第１回

・給与支払報告書の書き方
講師：松戸税務署資産課税第１部門

審理上席　跡治　直輝 氏

　　チ　研修旅行
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

10
11
1
3

18
21
29
7

12・13

女性部会「日帰りバス」研修
松戸法人会「秋の日帰り研修旅行」
流山ブロック「日帰り初詣」
青年部会「卒業旅行」
鎌ケ谷ブロック「1 泊研修旅行」
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　⑷　税の広報事業
年 月 日 名　　　　　称
4

5

4

～

3

①新設法人の入会案内
②松戸法人会会員の章
③新会員の紹介
④松戸法人会会員シール
⑤ホームページによる情報提供
⑥野立て看板

4

5

5
7
9
11
1
3

会報279号刊行
会報280号刊行
会報281号刊行
会報282号刊行
会報283号刊行
会報284号刊行

　⑸　社会貢献事業
　　イ　講演会

年 月 日 名　　　　　称
4 11 9 松戸法人会

経営者に有益な講演会
どうなる日本！！～上念司が見る経済ニュースの
うそ本当～� 経済評論家　上念　　司 氏

　　ハ　女性部会
年 月 日 名　　　　　称
4 6

9
28
22

部会員へ食品ロスマグネット送付
食品ロス研修会

「減らそうごみ～できることからはじめよう～」
松戸市役所環境部廃棄物対策課

主　　事　山﨑　悠也 氏
主任主事　田丸　惠梨 氏

　　ホ　広告協賛
年 月 日 名　　　　　称
4

5

10
11
1
3

31
29
30
14
25

第20回　黄金イルミネーション協賛
松戸クリスマスファンタジー2022協賛
第49回常盤平さくらまつり協賛
常盤平1～4支部　常盤平さくらまつり協賛
八柱支部　八柱さくらまつり協賛

　　ニ　支部・ブロック
年 月 日 名　　　　　称
4
5

12
3

12
14
15

八ケ崎・小金原支部　子ども食堂への寄付
常盤平1～4支部　子ども食堂への寄付　
常盤平1～4支部　子ども食堂への寄付　

　　ロ　青年・女性部会
年 月 日
4 9 17 婚活支援事業

　　へ　そ　　の　　他
年 月 日 行事名・主な内容
4 11 12 松戸音楽フェスティバル
通　　年 各講演会・研修会の一般参加の受け入れ

　⑹　経営支援事業
年 月 日 研　修　名 研　修　の　内　容
4 10 26 「第6回　経営者

セミナー」
演題：�今こそ経営承継について 

考えてみませんか？
講師：�（株）千葉銀行　経営承継

コンサルティング部

　⑺　会員増強事業
年 月 日 行事名・主な内容
4 9 14

15
16
27
28

鎌ケ谷ブロック「税務・会員増強研修会」
東部常盤平五香六実ブロック「税務・会員増強研修会」
中央・明ブロック「税務・会員増強研修会」
馬橋・小金ブロック「税務・会員増強研修会」
流山ブロック「税務・会員増強研修会」

9～12 各支部・ブロックにて会員増強活動

　⑻　会員支援事業
　　イ　本部関係

年 月 日 事　業　の　内　容
4 10

11

6
24
21

厚生委員会（下見ゴルフ）
松戸法人会「会員親睦ゴルフコンペ」
松戸法人会「秋の日帰り研修旅行」

　　ロ　青　年　部　会
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

6
8
1
3

21
27
25

7～8

初夏の大運動会
納涼懇親会
賀詞交歓会（名刺交換会）
卒業旅行

　　ハ　女　性　部　会
年 月 日 事　業　の　内　容
4 10

12
18
9

女性部会日帰り「バス研修」
女性部会「忘年懇親会＆チャリティー」

　　ニ　支　部　関　係
年 月 日 事　業　の　内　容
4
5

12
1

3

21
29
8・9
8・9
12・13

東部ブロックゴルフ大会
流山ブロック 「日帰り初詣」
中央第 1・第 2 支部　役員親睦旅行
東部ブロック　役員親睦旅行
鎌ケ谷ブロック 「1 泊研修旅行」

　⑼　全法連関連参加事業
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

4
10
11
2
3

14
13
25
14
3

第 16 回　全国女性フォーラム（静岡）
第 38 回　全国大会（千葉）
第 36 回　法人会全国青年の集い（沖縄）
令和 5 年「税制セミナー」
第 38 回　事務局セミナー

　⑾　関係団体参加事業
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

6
7
9
10
1

2
27
21
15
5
11
13
24
26

間税会　第 54 回通常総会
松戸税務署「表敬訪問」
納税貯蓄組合　中学生の「税についての作文」審査会
松戸青年会議所　55 周年記念式典並びに祝賀会
松戸商工会議所「新春賀詞交歓会」
流山市「新春賀詞交歓会」
千葉県税理士会松戸支部「新春賀詞交歓会」
間税会「賀詞交歓会」
中山政明氏旭日小綬章受賞祝賀会

　⑽　県連関連参加事業
年 月 日 事　業　の　内　容
4
5

6
1
2

13
24
22

青年・女連協「合同講演会・交流会」
「新春講演会」「新年賀詞交歓会」
事務局職員研修会

　　ホ　生活習慣病健康診断
年 月 日 事　業　の　内　容
4

5

9

2

3

20
21
29
24
28
1
6
15
17

生活習慣病健康診断
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
　　　　〃
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Ⅰ　基本方針
　法人会の理念「法人会は税のオピニオンリーダーとして、企業の発展を支援し、地域の振興に寄与し、国と社会の
繁栄に貢献する経営者の団体である」を基に、税務当局と密接な連携を保ち「税」を軸とした公益目的事業に積極的
に取り組み、税知識の啓発と納税意識の向上、企業経営及び地域社会の健全な発展に寄与する。
　また、事業推進の基盤となる組織面においては、会員相互の繋がりを密にして情報を集め、組織の拡大と会員に資
する活動を活発化し、併せて財政面の強化を図る。

Ⅱ　重点施策
　１　組織の強化
　　�　健全な納税者団体として、事業の公益性を高め財政基盤の充実のため会員増強運動を推進する等、組織の拡大

強化を図る。

　２　租税負担の合理化
　　�　適正、公平な税制と租税負担の合理化を図るため、全国法人会総連合を通じて国会及び政府並びに政党に対し

提言活動を行い、その実現を期する。

　３　税務行政への協力
　　　税務当局との相互信頼を保持しつつ、税務行政の円滑な運営に協力し、もって申告納税制度の発展に寄与する。

　４　電子申告・納税システムの利用促進
　　�　租税負担の合理化を図り、自主申告体制を確立するため、電子申告・納税システム（e-Tax）の利用促進に引き

続き努める。

　５　企業経営の健全化
　　　経営の合理化、生産性の向上を図り、企業の健全な発展を期するため経営、経理、労務に関する研究指導を行う。

　６　公益事業の推進
　　�　公益性の高い事業を計画して、公益事業費割合 50％を超える事業展開を実施することにより公益法人としての

社会的使命を果たす。

　７　社会貢献活動の充実
　　�　管内（松戸・流山・鎌ケ谷市）の全域を対象に、それぞれの自治体、地域団体と連携して社会貢献活動を展開

する。
　

Ⅲ　主な事業計画
　１　公益目的事業の推進
　（１）研修事業関係
　　　 ① 新設法人説明会
　　　　  �　松戸税務署管内に新たに設立された法人を対象として、事業開始に当たり税務上必要となる申請・届出等

の手続き、法人税・消費税並びに源泉所得税などの基礎知識を正しく理解してもらうことを目的に開催する。
（ZOOM 開催併用）

　　　 ② 決算期別説明会
　　　　  �　松戸税務署管内の決算月を迎える法人を対象として、税制改正に伴う変更事項等決算を行う上で留意すべ

き点を説明し、適正な申告と納税を行ってもらうことを目的に開催する。（ZOOM 開催併用）

　　　 ③ 税務、経理の相談
　　　　  �　毎月第 2 金曜日（8 月のみ第 3 金曜日）を「税の相談日」とし、会員に限らず門戸を開き、法人の業務で

発生する税務全般の悩みや疑問等につき、千葉県税理士会松戸支部へ委託した税理士が個別に応じる相談会
を開催する。

令和５年度事業計画

令和５年度事業計画書
（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）
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　　　 ④ 実務者研修会
　　　　  �　企業内において、「税」に関連する業務を担当する実務者を対象として、習熟度や税目等を考慮し、新任

者研修、基礎コース及び応用コース等受講者のニーズに合った研修会を行い実務者の資質向上に資する。

　　　 ⑤ 税務・会員増強研修会
　　　　  �　「会員増強統一月間」運動の期間中に松戸税務署の協力の下、ブロック別に税制改正事項等その時点で関

心の高いテーマでの研修を行うと共に、「会員増強統一月間」運動の主旨説明の場を設けて参加会員の正し
い税知識の普及に努める。

　　　 ⑥ 地域別研修会
　　　　  �　松戸署管内は、松戸市、流山市並びに鎌ケ谷市の 3 市と広範囲に及ぶため、研修会場を 5 会場に設けて、

地域に密着した研修会を実施する。

　　　 ⑦ 法人会新規加入法人研修会
　　　　  �　松戸法人会に新たに加入した法人を対象に、松戸税務署と連絡・協調して、税制改正事項等その時点で関

心の高いテーマでの研修を実施する。併せて、法人会の活動全般の説明を行い、各種の研修会、社会貢献活
動等への積極的参加を促す。

　　　 ⑧ 「青法税会」合同研修会
　　　　  �　三会（松戸青色申告会、松戸法人会、千葉県税理士会松戸支部 ）合同事業として、一般市民参加の講演会

及び研修会を企画、実施し、地域の法人・個人（市民）に税知識の普及と当会事業の周知浸透を図り、併せて、
健全で豊かな地域社会の形成に公益法人として社会的使命を果たすことに努める。

　（２）租税教育事業関係
　　　 ① 「落語税金教室」の実施
　　　　  �　青年部会の租税活動として、管内の小学校 6 校を対象に落語税金教室を実施する。
　　　　  �　対象校の選択に当たっては、租税教育推進協議会と連携し出来るだけ初めての学校を選ぶ等、租税教育が

管内全域に及ぶよう配意する。

　　　 ② 「税に関する絵はがきコンクール」の実施
　　　　  �　女性部会の租税活動として、管内の小学校を対象に税に関する絵はがきコンクールを実施する。
　　　　  �　応募作品については、厳正な審査により優秀作品を選出し「納税表彰式」に於いて、表彰状及び副賞を授

与する。また、受賞作品を「税を考える週間」（11 月 11 日～ 11 月 17 日）各市役所等で展示し、期間終了後
は松戸法人会館に展示するなどして税の啓蒙活動にも役立てる。

　　　 ③ 地域イベントに参加して「税金クイズ」の実施
　　　　  �　管内三市の各種まつり等に、法人会ならではの「税金クイズ」の企画で参加する。
　　　　  �　会場においては、クイズを通して税の啓蒙活動を行うとともに、松戸税務署と協力して「イータ君」のキャ

ラクターによる電子申告・納税システム（e-Tax）の PR を行う。

　　　 ④ 「全国青年の集い」及び「全国女性フォーラム」への参加
　　　　  �　全国の青年経営者・女性経営者が一堂に会し、地域社会の健全な発展や租税教育のあり方等、法人会の目

的を達成するための情報交換並びに意見交換が行われる場へ、青年部会・女性部会の代表者が参加すること
により、当会の事業活動に反映させる。

　（３）税制提言事業関係
　　　 ① 「税制改正に関するアンケート調査」の実施等
　　　　  �　中小企業の税負担の軽減、合理簡素化及び適正公平な税制・税務に関する提言を行うため、松戸法人会の

役員を対象として税制改正に関するアンケート調査を実施する。また、全法連主催の「税制セミナー」への
参加、松戸税務署等から講師を招いての研修会を行うなど、税制・税務の調査研究に努める。

　　　 ② 法人会全国大会等への参加
　　　　  �　会員の声を吸収し、松戸法人会としての「税制改正要望書」を取りまとめて県連に提出する。その後、県

連は各単位会から提出された要望書を取りまとめ、全法連に提出し、「法人会全国大会」（群馬）において会
員の総意としての「税制改正に関する提言」が採択される。当該行事につき、全法連及び県法連と呼応した
活動を行い、より実現性の高い提言を行う。



− 19 −

　　　 ③ 税制改正要望書の関係機関への提出等
　　　　  �　法人会全国大会で決定した「税制改正に関する提言」を松戸・流山・鎌ヶ谷市長並びに衆議院議員等に手

交して提言の実現を訴える。更に、当会のホームページ、会報を通じて広く一般の方にも「提言活動」の理解・
周知を図る。

　（４）広報事業関係
　　　 ① 広報誌及びホームページによる広報
　　　　  �　松戸法人会報「結」を年 6 回発行し、税制・税務に関する有益な情報を発信する。
　　　　  �　また、会活動記事をタイムリーに掲載して会員企業に法人会活動への理解及び参加を促す。併せて、ホー

ムページを活用した広報活動により、各種研修会・講演会等の開催要領を広く一般企業・市民にも周知して
参加を呼び掛けるなど、地域社会への貢献にも寄与する。

　　　 ② 市民まつり等への参加による広報
　　　　  �　管内三市で行われる各市民まつりを中心とした地域のイベントに参加して、「税金クイズ」の催しに併せて、

松戸法人会の PR 用頒布品等を活用した街頭広報活動を行い、当会の知名度向上を図る。

　（５）社会貢献事業関係
　　　 ① 松戸音楽フェスティバルの管内中学校への招待
　　　　  �　管内（松戸・流山・鎌ケ谷市）3 市の教育委員会教育指導課等の協力を得て、中学校の吹奏楽等発表の場

を提供し育成の一助を担うとともに、当会及び 3 市の広報誌等を通じて開催内容の周知を図り、広く一般市
民の参加を募って地域社会の交流や活性化に資する。

　　　 ② 地域イベントへの協賛等
　　　　  �　市民間同士の交流や地域の活性化を目的に実施される管内三市の各種まつり等のイベントに協賛し、かつ、

「税金クイズ」「女性部会 折紙教室」の企画で参加することにより、地域住民の交流・活性化に貢献する。

　　　 ③ 青年部会主催による「10 月公開例会」の実施
　　　　  �　社会の幅広い層から講師を招いての記念講演を企画し、当会及び松戸・流山・鎌ケ谷市の広報誌等を通じ

て開催内容の周知を図り、多数の一般市民の参加を募って地域社会の交流や活性化に資する。

　　　 ④ 婚活イベントの実施
　　　　  �　経営者の事業継承や後継者の育成を図るべく、法人会会員及び松戸・流山・鎌ケ谷市等在住の方を中心と

した婚活イベントを開催して、地域社会に貢献する。

　（６）経営支援事業関係
　　　 ① 時局講演会等の開催
　　　　  �　中小企業者が関心を寄せる労務管理等の研修会を行うとともに、各界の第一人者による時局講演会を行う

など、経営に役立つ企画を心がけ企業の健全な発展を支援する。また、開催に当たっては有効な資料や冊子
の配布に努める。

　　　 ② 経営者セミナーの開催
　　　　  �　主に管内で活躍する経営者を講師に招き、企業経営に役立ち、自己啓発・研鑽の場となるセミナーを開催

する。

　２　組織基盤の強化
　（１）福利厚生事業関係
　　　 ① 経営者大型総合保障制度等の推進
　　　　  �　経営者大型総合保障制度は、経営者及び従業員の病気や事故による死亡・高度障害並びに入院等を保障す

る法人会独自の制度であり、企業の「福利厚生制度の充実」と「経営の安定化」のため、なお一層の普及推
進に努める。また、がん保険、医療保険、ビジネスガードについても同様に有用であるので、引き続き普及
推進を図る。

　　　 ② 生活習慣病健診の促進
　　　　  �　会員企業の経営者及び従業員の健康管理に資するため、生活習慣病健診を実施する。
　　　　  �　なお、実施に当たっては松戸、流山、鎌ヶ谷の 3 会場を用意するとともに経費優遇を行う等、利便性の高

い受診の促進を図る。
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　（２）会員増強事業関係
　　　 ① 「会員増強統一月間運動」の推進
　　　　  �　組織の充実・強化を図るため、全法連及び県法連に呼応し、9 月～ 12 月を「会員増強統一月間運動」として、

本部・ブロック並びに支部が一丸となって会員増強を推進する。

　　　 ② 「会員増強研修会」の実施
　　　　  �　上記「会員増強統一月間」の早い時期に、組織委員が中心となって加入勧奨の説明及び加入勧奨用のツー

ルを配布する「会員増強研修会」をブロック別に開催する。

　（３）会員支援事業関係
　　　 ① 親睦ゴルフ大会の開催
　　　　  �　会員相互の交流を目的に、一法人 2 名の参加を対象とした「法人会親睦ゴルフ大会」を開催して、会員以

外の参加ができる場を提供する。

　　　 ② 新年賀詞交歓会等の開催
　　　　  �　新年賀詞交歓会並びに、総会など大勢の役員が集まる機会を捉え、一般会員にも参加を呼び掛けた懇親会

を開催し、会員同士の交流と情報交換の場を提供する。

　　　 ③ 研修旅行の実施
　　　　  �　本会・支部並びに青年部会・女性部会において、会員企業の経営に資すること、かつ、会員同士の交流・

意見交換の場として、国内及び国外の優良企業の視察、商業施設の見学等を行う研修旅行を実施する。

　３　会議等の充実
　　�　下記①から④までの各種会議等の充実を図り、かつ、⑤の上部機関との連携・情報交換により、事業の円滑な

運営を行う。
記

　　　① 定時総会・理事会・正副会長会
　　　② 総務委員会・税制委員会・研修委員会・組織委員会・広報委員会・厚生委員会・実務者研修委員会
　　　③ 青年部会・女性部会の各役員会
　　　④ ブロック・支部の各役員会
　　　⑤ 全法連・県法連主催の諸会議等への出席
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令和５年度行事実施計画
（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日）

区分

半期 上　　　期 下　　　期 回
数
等

備　　　　　　考四半期 第 1 第 2 第 3 第 4
行事名 月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

本
　
部
　
関
　
係

会
　
　
議
　
　
等

定 時 総 会 ○ 1 5 月 23 日（火）　柏日本閣
理 事 会 ○ ○ ○ 3
正 副 会 長 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 偶数月の第 1 月曜日（但し 4 月は開催日別）
総 務 委 員 会 ○ ○ ○ ○ ○ 5
税 制 委 員 会 ○ ○ ○ ○ 4
厚 生 委 員 会 ○ ○ ○ 3
研 修 委 員 会 ○ ○ ○ ○ ○ 5 但し 7･9 月に於いて青法税会会議を実施予定
組 織 委 員 会 ○ ○ ○ ○ 4
広 報 委 員 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
実 務 者 研 修 委 員 会 ○ ○ 2
設立 50 周年記念式典実行委員会 ○ ○ ○ ○ 4 令和 6 年度設立 50 周年に伴う委員会
福利厚生制度推進連絡協
議 会 ○ 1

税理士会等関係団体との連絡
協 議 会 ○ ○ ○ ○ ○ 5 6 団体長会議の開催

納 税 表 彰 式 ○ 1

説
　
明
　
会
　
等

新 設 法 人 説 明 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 奇数月開催
決 算 期 別 法 人 説 明 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 13
実 務 者 研 修 会 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ 14 新任者研修会・年末調整講習会他
講 演 会 ○ 1
新規加入法人税務講習会 ○ 1
年 末 調 整 等 説 明 会 ○ 1
会 員 増 強 研 修 会 ○ 7 各ブロック開催
役 員 見 学 研 修 会 ○ 1
地 域 別 研 修 会 ○ ○ 7 各ブロック開催
そ の 他 の 講 演 会 随時
税 務 ･ 経 理 相 談（ 個 別 ）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 税の相談日　毎月 1 回開設

広
報

法 人 会 会 報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 第 285 号～第 290 号
野 立 看 板 等 随時

会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ○ ○ ○ ○ 4 ヶ月 9･10･11･12 月会員増強統一月間

支
部
関
係

会
議
等

役 員 会 随時 各支部ごと開催（支部別途計画）
会員増強推進特別委員会 ○ ○ ○ 114 各支部 3 回開催（支部別途計画）　

講
習
会
等

地 区 別 税 務 懇 談 会 ○ 38 各支部 1 回開催（支部別途計画）　
社 会 貢 献 活 動 随時 各ブロック開催（ブロック別途計画）
見 学 会・ サ ー ク ル 活 動 随時 各ブロック開催（ブロック別途計画）

青
年
部
会
関
係

会
議
等

定 例 総 会 ○ 1 4 月 25 日（火）松戸法人会館
役 員 会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

講
習
会
等

記 念 講 演 会 ○ 1 10 月「例会」として公開講演会開催予定
例 会 ○ ○ ○ 3 税務講習会等開催、1 月新年会

見 学 会・ サ ー ク ル 活 動 ○ ○ ○ 3 青年の集い「第 37 回 山形大会」･
「研修旅行」

租 税 教 室 ○ ○ 6 落語税金教室（松戸市・流山市・鎌ケ谷市）
会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ○ ○ ○ ○ 4 ヶ月

女
性
部
会
関
係

会
議
等

定 例 総 会 ○ 1 5 月 18 日（木）聖徳大学 10 号館
役 員 会 ○ ○ ○ ○ 4

講
習
会
等

女 性 教 養 講 座 ○ 1 全法連主催行事に参加（愛媛大会）
「税を考える週間」行事 ○ 1 「税を考える週間」PR

見 学 会・ サ ー ク ル 活 動 ○ ○ ○ ○ 4 研修旅行、工場見学、他法人会との
交流

「税に関する絵はがきコンクール」 ○ 1 租税活動として
会 員 増 強 統 一 月 間 運 動 ○ ○ ○ ○ 4 ヶ月
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令和５年度収支予算 令和５年度収支予算書総括表
（令和５年４月１日〜令和６年３月31日）

（単位：円）

科　　目　　名 予算額 前年度予算額 増　減
予算額（会計別）

備　　　　　　考
公益 共益 法人会計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（1）経常収益
　　　基本財産運用益
　　　　　基本財産受取利息 734 734 0 591 74 69 基本財産としての定期預金の受取利息収入
　　　特定資産運用益
　　　　　特定資産受取利息 1,112 682 430 40 63 1,009 特定資産としての定期預金の受取利息収入
　　　受取会費
　　　　　正会員受取会費 40,000,000 40,000,000 0 16,000,000 14,000,000 10,000,000 正会員会費収入
　　　　　賛助会員受取会費 816,000 720,000 96,000 326,400 285,600 204,000 賛助会員会費収入
　　　事業収益
　　　　　研修事業収益 500,000 500,000 0 500,000 署との交流会・賀詞交歓会等参加費収入
　　　　　社会貢献事業収益 200,000 0 200,000 200,000 婚活事業参加費収入
　　　　　福利厚生事業収益 1,005,000 905,000 100,000 1,005,000 生活習慣病健康診断の事務受託収入等
　　　　　会員親睦事業収益 3,000,000 2,500,000 500,000 3,000,000 会員親睦ゴルフ大会参加費・景品代収入
　　　　　支部親睦事業収益 600,000 500,000 100,000 600,000 支部親睦事業　参加費収入
　　　　　青年・女性部会親睦事業収益 1,000,000 1,700,000 △ 700,000 1,000,000 青年・女性部会　特別徴収費収入
　　　受取補助金等
　　　　　受取県連補助金 1,067,720 1,083,080 △ 15,360 100,000 340,600 627,120 県連からの補助金収入
　　　　　受取全法連補助金 320,000 300,000 20,000 320,000 全法連からの補助金収入
　　　　　受取全法連助成金 350,000 350,000 0 350,000 全法連からの助成金収入
　　　　　受取全法連助成金振替額 15,526,900 15,551,100 △ 24,200 15,526,900 全法連からの助成金収入
　　　受取負担金
　　　　　受取負担金 422,500 443,500 △ 21,000 422,500 支部役員会・委員会懇親会等　参加費収入
　　　　　青年・女性部会受取負担金 948,000 1,116,000 △ 168,000 948,000 青年・女性部会　会費収入
　　　雑収益
　　　　　受取利息 217 223 △ 6 217 運用財産の普通・定期預金の受取利息収入
　　　　　雑収益 660,000 980,000 △ 320,000 180,000 480,000 総会祝金等の雑収入・優申会及び松彰会の事務委託収入

【経常収益計】 66,418,183 66,650,319 △ 232,136 32,153,931 21,859,337 12,404,915 
　（2）経常費用
　　　研修相談事業費 研修会・講演会・税の相談等に要する費用
　　　　　会議費（委員会・部会費） 25,000 20,000 5,000 25,000 
　　　　　会議費（その他の会議費） 50,000 30,000 20,000 50,000 
　　　　　旅費交通費 20,000 40,000 △ 20,000 20,000 
　　　　　通信運搬費 55,000 55,000 0 55,000 
　　　　　消耗品費 110,000 115,000 △ 5,000 110,000 
　　　　　印刷製本費 80,000 150,000 △ 70,000 80,000 
　　　　　保険料 20,000 20,000 0 20,000 
　　　　　諸謝金 1,375,000 1,875,000 △ 500,000 1,375,000 
　　　　　会場費 135,000 250,000 △ 115,000 135,000 
　　　　　広告宣伝費 70,000 70,000 0 70,000 
　　　　　新聞図書費 170,000 200,000 △ 30,000 170,000 
　　　租税教育事業費 税金教室・絵はがきコンクール等に要する

費用　　　　　消耗品費 110,000 170,000 △ 60,000 110,000 
　　　　　印刷製本費 150,000 150,000 0 150,000 
　　　　　諸謝金 300,000 300,000 0 300,000 
　　　　　支払負担金 88,000 100,000 △ 12,000 88,000 
　　　税制提言事業費 税制改正要望等に要する費用
　　　　　会議費（役員会費） 20,000 20,000 0 20,000 
　　　　　会議費（委員会・部会費） 15,000 15,000 0 15,000 
　　　　　通信運搬費 10,000 10,000 0 10,000 
　　　　　支払負担金 105,000 155,000 △ 50,000 105,000 
　　　税の広報事業費 会報・ホームページに要する費用　

その他税の広報に要する費用　　　　　会議費（委員会・部会費） 20,000 20,000 0 20,000 
　　　　　通信運搬費 1,300,000 1,300,000 0 1,300,000 
　　　　　印刷製本費 5,850,000 5,500,000 350,000 5,850,000 
　　　　　諸謝金 100,000 100,000 0 100,000 
　　　　　広告宣伝費 20,000 10,000 10,000 20,000 
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科目名 予算額 前年度予算額 増　減
予算額（会計別）

備　　　　　　考
公益 共益 法人会計

　　　社会貢献事業費 まつりに要する費用や協賛金・社会貢献事
業に要する費用　　　　　会議費（その他の会議費） 550,000 700,000 △ 150,000 550,000 

　　　　　旅費交通費 125,000 45,000 80,000 125,000 
　　　　　通信運搬費 50,000 100,000 △ 50,000 50,000 
　　　　　消耗品費 770,000 1,140,000 △ 370,000 770,000 
　　　　　印刷製本費 80,000 150,000 △ 70,000 80,000 
　　　　　諸謝金 1,600,000 1,600,000 0 1,600,000 
　　　　　会場費 395,000 645,000 △ 250,000 395,000 
　　　　　保険料 15,000 15,000 0 15,000 
　　　　　広告宣伝費 400,000 400,000 0 400,000 
　　　経営支援事業費 経営者セミナー等、経営支援に要する費用
　　　　　諸謝金 200,000 200,000 0 200,000 
　　　　　消耗品費 20,000 10,000 10,000 20,000 
　　　　　会場費 20,000 20,000 0 20,000 
　　　会員増強事業費 会員増強研修会等に要する費用
　　　　　会議費（委員会・部会費） 15,000 10,000 5,000 15,000 
　　　　　会議費（その他の会議費） 800,000 800,000 0 800,000 
　　　　　通信運搬費 600,000 600,000 0 600,000 
　　　　　印刷製本費 400,000 400,000 0 400,000 
　　　　　会場費 10,000 0 10,000 10,000 
　　　会員支援事業費 親睦ゴルフ・各事業懇親会・生活習慣病健

康診断等　会員支援に要する費用　　　　　会議費（役員会費） 4,000,000 4,000,000 0 4,000,000 
　　　　　会議費（委員会・部会費） 15,000 15,000 0 15,000 
　　　　　会議費（その他の会議費） 3,900,000 4,450,000 △ 550,000 3,900,000 
　　　　　親睦交流会費 4,300,000 3,900,000 400,000 4,300,000 
　　　　　通信運搬費 40,000 40,000 0 40,000 
　　　　　消耗品費 210,000 205,000 5,000 210,000 
　　　　　諸謝金 200,000 200,000 0 200,000 
　　　　　支払負担金 100,000 100,000 0 100,000 
　　　　　会場費 130,000 115,000 15,000 130,000 
　　　事業管理費
　　　　　役員報酬 4,080,000 4,080,000 0 3,120,000 960,000 - 事務局役員報酬
　　　　　給料手当 12,325,000 9,180,000 3,145,000 9,425,000 2,900,000 - 事務局職員給与、賞与
　　　　　退職給付費用 569,500 569,500 0 435,500 134,000 - 事務局従事員退職給付費用の本年度積立額
　　　　　法定福利費 2,082,500 1,963,500 119,000 1,592,500 490,000 - 社会保険料、労働保険料の事業主負担額
　　　　　福利厚生費 127,500 127,500 0 97,500 30,000 - 従事員のレクリエーション等の厚生費用、慶弔等費用
　　　　　旅費交通費 1,147,500 1,657,500 △ 510,000 877,500 270,000 - 旅費規程に基づき支給する旅費交通費、従事員の交通費、研修旅行旅費
　　　　　通信運搬費 918,000 909,500 8,500 702,000 216,000 - 電話料金、郵便料金、資料送付費等
　　　　　減価償却費 840,000 1,008,000 △ 168,000 670,000 170,000 - 減価償却に要する費用
　　　　　消耗什器備品費 255,000 255,000 0 195,000 60,000 - 有形固定資産に計上されない小額什器の購入費
　　　　　消耗品費 318,750 293,250 25,500 243,750 75,000 - 事務用品等日常的な消耗品の購入費
　　　　　修繕費 170,000 170,000 0 130,000 40,000 - 法人会館、設備等の有形固定資産の修繕費（資本的支出を除く）
　　　　　印刷製本費 981,750 1,105,000 △ 123,250 750,750 231,000 - 案内状、パンフレット、資料、封筒等の印刷費
　　　　　燃料費 85,000 85,000 0 65,000 20,000 - 車両等のガソリン代
　　　　　光熱水料費 552,500 425,000 127,500 422,500 130,000 - 電気・ガス・水道料金・冷暖房費
　　　　　地代 856,800 856,800 0 683,400 173,400 - 松戸法人会館借地料
　　　　　保険料 126,000 126,000 0 100,500 25,500 - 松戸法人会館火災保険料等
　　　　　租税公課 168,000 168,000 0 134,000 34,000 - 収入印紙、固定資産税、自動車税等の納付額
　　　　　支払負担金 280,500 493,000 △ 212,500 214,500 66,000 - 負担金・参加費等
　　　　　リース料 212,500 212,500 0 162,500 50,000 - 什器備品のリース料
　　　　　事務所管理費 595,000 595,000 0 455,000 140,000 - 松戸法人会館警備保障費、清掃料等
　　　　　支払手数料 89,250 89,250 0 68,250 21,000 - 振込手数料、司法書士への支払手数料等
　　　　　新聞図書費 59,500 59,500 0 45,500 14,000 - 新聞代・テキスト代・その他書籍代等
　　　　　貸倒損失 150,000 150,000 0 80,000 70,000 - 会費回収不能分

事業費計 56,133,550 55,113,800 1,019,750 35,093,650 21,039,900 0 
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科目名 予算額 前年度予算額 増　減
予算額（会計別）

備　　　　　　考
公益 共益 法人会計

　　　管理費
　　　　　役員報酬 720,000 720,000 0 - - 720,000 事務局役員報酬
　　　　　給料手当 2,175,000 1,620,000 555,000 - - 2,175,000 事務局職員給与、賞与
　　　　　退職給付費用 100,500 100,500 0 - - 100,500 事務局従事員退職給付費用の本年度積立額
　　　　　法定福利費 367,500 346,500 21,000 - - 367,500 社会保険料、労働保険料の事業主負担額
　　　　　福利厚生費 22,500 22,500 0 - - 22,500 従事員のレクリエーション等の厚生費用、慶弔等費用
　　　　　会議費
　　　　　　　総会費 2,060,000 2,650,000 △ 590,000 2,060,000 総会会場費・土産代・懇親会費（青年女性部会含む）
　　　　　　　役員会費 600,000 700,000 △ 100,000 600,000 正副会長会昼食代・理事会会場費等
　　　　　　　委員会・部会費 510,000 510,000 0 510,000 各委員会・部会会議費（公益に関わる以外のもの）・懇親会費
　　　　　旅費交通費 202,500 292,500 △ 90,000 - - 202,500 旅費規程に基づき支給する旅費交通費、従事員の交通費、研修旅行旅費
　　　　　通信運搬費 162,000 160,500 1,500 - - 162,000 電話料金、郵便料金、資料送付費等
　　　　　減価償却費 160,000 192,000 △ 32,000 - - 160,000 減価償却に要する費用
　　　　　消耗什器備品費 45,000 45,000 0 - - 45,000 有形固定資産に計上されない小額什器の購入費
　　　　　消耗品費 56,250 51,750 4,500 - - 56,250 事務用品等日常的な消耗品の購入費
　　　　　修繕費 30,000 30,000 0 - - 30,000 法人会館、設備等の有形固定資産の修繕費（資本的支出を除く）
　　　　　印刷製本費 173,250 195,000 △ 21,750 - - 173,250 案内状、パンフレット、資料、封筒等の印刷費
　　　　　燃料費 15,000 15,000 0 - - 15,000 車両等のガソリン代
　　　　　光熱水料費 97,500 75,000 22,500 - - 97,500 電気・ガス・水道料金・冷暖房費
　　　　　地代 163,200 163,200 0 - - 163,200 松戸法人会館借地料
　　　　　保険料 24,000 24,000 0 - - 24,000 松戸法人会館火災保険料等
　　　　　諸謝金 270,000 270,000 0 270,000 税理士謝金
　　　　　租税公課 32,000 32,000 0 - - 32,000 収入印紙、固定資産税、自動車税等の納付額
　　　　　諸会費 537,120 544,680 △ 7,560 537,120 県連会費負担金・一般団体への年会費等
　　　　　支払負担金 49,500 87,000 △ 37,500 - - 49,500 負担金・参加費等
　　　　　委託費 575,000 575,000 0 575,000 NSS ㈱に対する会費引落委託手数料
　　　　　渉外慶弔費 360,000 380,000 △ 20,000 360,000 渉外活動に要する費用。祝金、香典等の慶弔費用（事務局従事員以外の者）
　　　　　表彰費 435,000 240,000 195,000 435,000 会員増強表彰・退任理事表彰・青年部会卒業記念に要する費用
　　　　　リース料 37,500 37,500 0 - - 37,500 什器備品のリース料
　　　　　事務所管理費 105,000 105,000 0 - - 105,000 松戸法人会館警備保障費、清掃料等
　　　　　支払手数料 15,750 15,750 0 - - 15,750 振込手数料、司法書士への支払手数料等
　　　　　新聞図書費 10,500 10,500 0 - - 10,500 新聞代・テキスト代・その他書籍代等
　　　　　貸倒損失 50,000 50,000 0 - - 50,000 会費回収不能分

管理費計 10,161,570 10,260,880 △ 99,310 0 0 10,161,570 
【経常費用計】 66,295,120 65,374,680 920,440 35,093,650 21,039,900 10,161,570 

【当期経常増減額】 123,063 1,275,639 △ 1,152,576 △ 2,939,719 819,437 2,243,345
　２．経常外増減の部
　（1）経常外収益

【経常外収益計】 0 0 0
　（2）経常外費用

【経常外費用計】 0 0 0
【当期経常外増減額】 0 0 0

　　　　法人税・住民税及び事業税 70,000 70,000 0
【当期一般正味財産増減額】 53,063 1,205,639 △ 1,152,576

【一般正味財産期首残高】 147,884,215 136,453,233 11,430,982
【一般正味財産期末残高】 147,937,278 137,658,872 10,278,406

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　受取補助金等
　　　　　受取全法連助成金 15,526,900 15,551,100 △ 24,200 15,526,900 

【指定正味財産増加額】 15,526,900 15,551,100 △ 24,200 15,526,900 0 0 
　　　一般正味財産への振替額
　　　　　一般正味財産への振替額 △15,526,900 △15,551,100 24,200 △15,526,900

【当期指定正味財産増減額】 0 0 0 0 0 0 
【指定正味財産期首残高】 6,278,000 6,278,000 0 0 3,139,000 3,139,000 
【指定正味財産期末残高】 6,278,000 6,278,000 0 0 3,139,000 3,139,000 

Ⅲ　正味財産期末残高 154,215,278 143,936,872 10,278,406
※使途が明確なものは事業別に計上し、それ以外（給与手当等）は事業割合（原則　公益：共益：法人会計＝ 65％：20％：15％）で按分しています。
※公益目的事業比率 ＝ 35,093,650（公益目的事業会計経常費用の合計額）／ 66,295,120（経常費用の合計額）＝ 52.9％
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資金計画表
（令和５年４月１日〜令和６年３月31日）

（単位：円）

科目名 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　（１）基本財産取崩収入 0 0 0

　　（２）特定資産取崩収入 0 0 0

　　（３）固定資産売却収入 0 0 0

【投資活動収入計】 0 0 0

　２．投資活動支出

　　（１）基本財産取得支出 0 0 0

　　（２）特定資産取得支出

　　　　　退職給付引当資産取得支出 670,000 670,000 0 退職給付引当資産として積立てる

　　　　　周年行事引当資産取得支出 500,000 500,000 0 周年行事引当資産として積立てる

　　　　　建物修繕等引当資産取得支出 4,000,000 0 4,000,000 建物修繕等引当資産として積立てる

　　（３）固定資産取得支出 0 0 0

【投資活動支出計】 5,170,000 1,170,000 4,000,000

【投資活動収支差額】 △ 5,170,000 △ 1,170,000 △ 4,000,000


